
【目 的】 ハザードマップの認知・利用状況及び理解度についてアンケート調査を実施し、湯

沢市・横手市を含めた雄物川流域における今後のハザードマップ作成・改善及び普及
活動における基礎資料とする。

【ｱﾝｹｰﾄ方法】 町内会組織による各戸配布・郵送回収方式

【ｱﾝｹｰﾄ内容】 ■ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの認知・利用状況

■ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの理解状況
■災害に対する意識状況
■ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟに対する意見等

ハザードマップアンケート調査結果の概要
（湯沢市、横手市）

平成１９年６月
湯沢河川国道事務所災害情報普及支援室
湯沢市総務課総合防災班
横手市総務企画部総務課

【参考資料】

【ｱﾝｹｰﾄ期間】 平成19年3月～5月

（HM配布時点）

【ｱﾝｹｰﾄ対象】 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ配布世帯

7,771世帯(浸水区域内世帯)
【ｱﾝｹｰﾄ回答数】 389件 （回答率約5％）

【ｱﾝｹｰﾄ期間】 平成19年1月～2月

（HM配布後約1年経過時点）

【ｱﾝｹｰﾄ対象】 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ配布世帯

18,504世帯(全世帯)
【ｱﾝｹｰﾄ回答数】 923件 （回答率約5％）

【ｱﾝｹｰﾄ結果概要】
■ 回答者は６０歳以上の年代が約６割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの認知・利用状況
■ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを知っているとした人は約８割。
■ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟが家にあるとした人は約７割。

さらに、いつでも取り出せるとした人は約６割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの理解状況
■ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで「避難する場所が分かった・だ
いたい見当がついた」との回答は８割程度。

※災害に対する意識状況
■ 居住地が「危険と認識」している人は３割程
度となっているが、浸水想定区域内に居住してい
る人での割合とした場合では約５割が危険だと認
識。危険だとした理由としては「過去に経験したこ
とがあるから」が約５割の回答。
■ 避難情報の伝達方法として、「市の広報車」
の回答は約５割、「ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ」の回答は約２割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟに対する意見等
■ 自由意見では、「ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟのｻｲｽﾞが大きす
ぎる」「地域版が欲しい」との扱いやすさの向上に
係る意見が多い他、避難訓練の実施に関する要
望や、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの再配布希望に関する意見が
ある。

【ｱﾝｹｰﾄ結果概要】
■ 回答者は６０歳以上の年代が約７割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの認知・利用状況
■ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを知らない若しくは今回の配布で
初めて知ったとした人は約５割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの理解状況
■ ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで「避難する場所が分かった・だ
いたい見当がついた」との回答は９割。

※災害に対する意識状況
■ 居住地が「危険と認識」している人は５割程
度。危険だとした理由としては「過去に経験したこ
とがあるから」が約７割の回答。
■避難する場合の手段としては、「歩いて」とした
人は約６割。
■ 雨量・水位情報がｲﾝﾀｰﾈｯﾄで入手出来ると
の回答は約３割。
■ 避難情報の伝達方法として、「市の広報車」
の回答は約５割、「ﾃﾚﾋﾞ・ﾗｼﾞｵ」の回答は約２割。

※ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟに対する意見等
■ 自由意見では、「配布されたﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを参
考とする、再確認する」といった意見がある一方
「地域版が欲しい」や「避難場所が遠い、避難場
所に疑問」等の他、「高齢者・身障者なので不安」
といった意見がある。

湯沢市災害ハザードマップアンケート 横手市洪水ハザードマップアンケート
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ハザードマップアンケート調査結果の概要
（湯沢市、横手市）

①地域版を希望！
マップが大きすぎるとの意見や地域毎のマップを希望している状況から、地域版の作

成配布が望まれるが、予算的な制約を踏まえ、広報誌を活用し、各号に１～２地域毎に
掲載していく方法が考えられる。

また、同じものを市役所や各支所の窓口にコピーを置いておき、市民がいつでも持ち帰
れるようにする。

②文字が小さい！
避難経路が分からない、記載内容が見えにくいといった意見等から、文字の拡大等に

ついて検討する。

③避難勧告が出たらどうすればいいの？
洪水ハザードマップには、避難情報の伝達の仕方や種類等について記載してあるが、

よくわからないとの回答もあることから、避難情報の発表から避難完了までの流れをより
具体的に、広報誌等で説明する。

また、パソコンや携帯電話から情報入手出来ない方が多く見られたこと、避難情報入手
先が「市の広報車」に多く回答あったこと等から、避難情報等を、市の広報車や防災無
線・有線放送等により確実に伝達する。

④避難場所はここでいいの？
避難場所について、「遠すぎる」「避難場所に疑問」等の意見があることから、さらに実

際の避難行動を想定した検討を進める。その一例としては、３階建て以上のコンクリート
建築物など浸水範囲の中でも一時的に避難場所となり得る場所を、町内会単位等で話
し合いながら追加していくなどについて検討する。

⑤アンケート調査結果の共有
アンケートの自由意見の中には、地域ごとの防災体制等の改善につながる意見等もあ

ることから、市職員や市民とこの情報を共有し、よりよい防災体制の構築（自主防災組織
の結成等）につなげていく。

【 改善に向けて 】
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アンケート回答率

回答, 389世帯, 5%

未回答, 7,382世帯, 95%

アンケート回答率

回答, 923世帯, 5%

未回答, 17,581世帯, 95%

【ｱﾝｹｰﾄ回答状況】
ｱﾝｹｰﾄ回答状況は、湯沢市・横手市それぞれ、回答率５％程度である。
回答属性は、男性７０％程度、女性３０％程度である。
６０歳以上の年代が、湯沢市が６０％程度に対し、横手市は７０％程度と若干高い。
また、湯沢市は市全世帯を対象(浸水想定区域及び土砂災害危険区域を含む)としており、この内浸水想定区域

内世帯は約２０％程度である。一方横手市は浸水想定区域内世帯をｱﾝｹｰﾄ対象としている。

湯沢市 横手市

18,504世帯対象配布 7,771世帯対象配布

②女性

①男性

325人 35%

597人 65%

回答数：923

③未回答 1人 0%

【問11】 あなたの性別は。 【問12】 あなたの性別は。

①：男性
280人 72%

②：女性
109人 28%

○：未回答 0人 0%

回答数：389

⑧８０代以上
61人 7%

⑥６０代

288人 31%

⑦７０代

233人 25%

②２０代 15人 2%

③３０代 35人 4%

④４０代 73人 ８％

①１０代

0人 0%

⑤５０代

218人 24%

回答数：923

６０才以上
６３％

【問12】 あなたの年齢は。 【問13】 あなたの年齢は。

②：２０代 2人 1%
③：３０代 10人 3%

④：４０代 27人 7%

⑤：５０代
74人 19%

⑥：６０代
115人 30%

⑦：７０代
125人 32%

⑧：８０代以上 35人 9%

○：未回答 0人 0%
①：１０代 1人 0%

６０才以上
約７０％

回答数：389

浸水想定区域内, 389件, 100%

浸水想定区域外, 0件, 0%
（分類不能）, 0件, 0%

[参考] ｱﾝｹｰﾄ回答者（浸水想定区域分類）

浸水想定区域内
188件, 20%

浸水想定区域外, 718件, 78%

（分類不能）, 17件, 2%

[参考] ｱﾝｹｰﾄ回答者（浸水想定区域分類）
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横手市（全域）人口 [性別] H19.3

男性
49,711人 48%

女性
54,757人 52%

横手市（全域）人口 [年齢別]  H19.3

１０代未満, 7,785人 8%

２０代, 9,525人 9%

３０代, 10,650人 10%

４０代, 12,342人 12%
５０代, 17,431人 17%

６０代, 13,127人 13%

７０代, 14,948人 14%

８０代以上, 9,011人 9%

１０代, 9,649人 9%

湯沢市（全域）人口 [性別] H19.1

男性
26,523人 48%

女性
29,151人 52%

湯沢市（全域）人口 [年齢別]  H19.1

１０代未満, 3,959人 7%

２０代, 4,590人 8%

３０代, 5,644人 10%

４０代, 6,923人 12%５０代, 8,967人 16%

６０代, 7,080人 13%

７０代, 8,060人 15%

８０代以上, 4,834人 9%

１０代, 5,617人 10%

【参考：湯沢市と横手市の概要】
湯沢市・横手市におけるｱﾝｹｰﾄ期間における人口構成は同等となっている。

湯沢市 横手市
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湯沢市 横手市

湯沢市 横手市

【ハザードマップの認知状況 （１）】
配布後約１年経過した、湯沢市ハザードマップを知っているとした人は約８５％である。
ハザードマップ配布時での「ハザードマップ」という言葉の認知状況は横手市で約５０％であり、半数の人が認知し

ていない結果である。

【ハザードマップの認知状況 （２）】
配布後約１年経過した、湯沢市ハザードマップが家にあるとした人は約７４％である。
さらに、いつでも取り出せる場所にあるとした人は上記より約１０％低い約６１％である。
また、家に無いとした人の中には再配布を望む意見がある。

②知らない

①知っている

787人 85%

3人 0%

133人
15%

○未回答

回答数：923

【問１】 あなたは、「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」
をしっていますか。

○未回答 1人 0%

①ある

679人 74%
回答数：923

②無い

143人 15%

③わからない

100人
11%

【問2】 「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」はあなたの
家にありますか。

②いいえ

160人
17%

○未回答

196人 21%

①はい

567人 62%

回答数：923

【問3】 「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」はいつでも
取り出せる場所においてありますか。

【問１】 あなたは、「ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」という言葉
をしっていますか。

①：知っている
197人 51%

②：知らない
, 192人 49%

○：未回答0人 0%

回答数：389

(”知らない“との回答には「今回の横手市ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ配布で初めて知った」を含む設問)
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浸水想定区域内

①：安全だと思う
74件, 39%

②：危険だと思う
90件, 48%

③：よくわからない
24件, 13%

○：未回答, 0件, 0%

浸水想定区域外

①：安全だと思う
438件, 60%

②：危険だと思う
170件, 24%

③：よくわからない
106件,15%

○：未回答, 4件, 1%

（分類不能）

①：安全だと思う
7件, 41%

②：危険だと思う
6件, 35%

③：よくわからない
4件, 24%

○：未回答, 0件, 0%

（参考）浸水想定区域内外別
あなたの住んでいる場所は安全ですか。

【住んでいる場所の安全性の認知状況 （１）】
湯沢市では、安全だとした人は約５６％、危険とした人は約２９％に対し、横手市では、安全とした人は約４２％、

危険とした人は約４６％と認識が異なる。
湯沢市では全域をアンケート対象としており、浸水想定区域内外別と整理した場合では、浸水想定区域内に居住

する回答では、安全だとした人は約３９％、危険だとした人は約４８％となっている。
（湯沢市で安全だとした人約５６％には、浸水想定区域外での回答が高いものと推察される）

湯沢市 横手市

○未回答 4人 0%

①安全だと思う

519人 56%

②危険だと思う

266人 29%

③よくわからない

134人
15%

回答数：923

【問４】 あなたの住んでいる場所は、洪水又は
土砂災害に対して安全だと思いますか。

【問２】 あなたの住んでいる場所は、洪水に
対して安全だと思いますか.。

①：安全だと思う
162人 42%②：危険だと思う

181人 46%

③：よくわからない
45人 12%

○：未回答 1人 0%

回答数：389
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【住んでいる場所の安全性の認知状況 （２）】
住んでいる場所が危険であると回答した理由として、「過去に経験したことがあるから」が最も高く、次いで「ﾊｻﾞｰﾄﾞ

ﾏｯﾌﾟを見たから」とされている。
湯沢市での回答では「何となくとの回答が約１７％と横手市より高い回答である。

湯沢市 横手市

横手市【ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの記載情報について （１）】
自宅の浸水深をﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで読み取った人

は約８５％であるが、よく分からないとの回答
が約１５％である。

【問３】 洪水に対して危険だと思うと回答した理由（複数回答）

①：過去に経験したことが
無いから 4人 2%

②：過去に経験したこと
があるから

123人 67%

③：人に聞いたから
22人 12%

④：今回配布されたﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
を見たから 30人 16%

⑤：誰からも聞いたことが
無いから 1人 1%

⑥：なんとなく3人 2%
○：未回答 0人 0%

回答数：183

【問３】 洪水に対して安全だと思うと回答した理由（複数回答）

①：過去に経験したことが
無いから 75人 45%

③：人に聞いたから
12人 7%

④：今回配布されたﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
を見たから 26人 16%

⑤：誰からも聞いたことがないから
1人 1%

⑥：なんとなく 12人 7%

○：未回答 8人 5%

②：過去に経験した
ことがあるから
32人 19%

回答数：166

⑤なんとなく

48人 17%

①過去に経験した

ことがあるから

130人 48%

④誰からも聞いた
ことがないから

2人 1%

③湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ
ﾏｯﾌﾟで見たから

58人 21%

②人に
聞いたから

35人 13%

回答数：273

【問５】 洪水又は土砂災害に対して
危険だと思うと回答した理由（複数回答）

⑤なんとなく

156人 31%

①過去に経験した

62人
12%

④誰からも聞いた
ことがないから

③湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ

ﾏｯﾌﾟで見たから

124人
25%

②人に聞いたから
43人
9%

回答数：499

ことがあるから

114人 23%

【問５】 洪水又は土砂災害に対して
安全だと思うと回答した理由（複数回答）

【問４】 あなたは、「横手市ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」を見て、あなたの
家がどれくらいの浸水の危険性があるか分かりましたか。

①：０．５ｍ未満
156人 40%

②：０．５ｍ～１．０ｍ未満
81人 ２１％

③：１．０ｍ～２．０ｍ未満
44人 11%

④：２．０ｍ～５．０ｍ未満
32人 8%

⑤：５．０ｍ以上
15人 4%

⑥：よくわからない
55人14%

○：未回答
6人 2%

回答数：389
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【参考 なぜ“危険”or”安全“と思いますか （浸水想定区域内外別】

湯沢市 横手市

（参考）浸水想定区域内外別
危険だと思う理由

（参考）浸水想定区域内外別
安全だと思う理由

浸水想定区域内

②：人に聞いたから
16件, 16%

③：湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
で見たから, 22件, 23%

④：誰からも聞いたこと
がないから, 0件, 0%

⑤：なんとなく, 10件, 10%

①：過去に経験した
ことがあるから
49件, 51%

浸水想定区域外

②：人に聞いたから
19件, 11%

③：湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ
で見たから, 36件, 21%

④：誰からも聞いた
ことがないから

2件, 1%

⑤：なんとなく
36件, 21%

①：過去に経験した
ことがあるから

77件, 46%

（分類不能）

①：過去に経験したこと
があるから

4件, 67%

②：人に聞いたから
0件, 0%

③：湯沢市災害
ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで見た
から0件, 0%

④：誰からも聞い
たことがないから
0件, 0%

⑤：なんとなく
2件, 33%

浸水想定区域内 ①：過去に経験した
ことがあるから

5件, 7%

②：人に聞いたから
11件, 15%

③：湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ
ﾏｯﾌﾟで見たから
19件, 26%

④：誰からも聞いたこと
がないから, 14件, 19%

⑤：なんとなく
25件, 33%

浸水想定区域外 ①：過去に経験した
ことがあるから

56件, 13%

②：人に聞いたから
31件, 7%

③：湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ
ﾏｯﾌﾟで見たから

104件, 25%
④：誰からも聞いたこと

がないから, 99件, 24%

⑤：なんとなく
129件, 31%

（分類不能）
①：過去に経験した

ことがあるから
1件, 17%

②：人に聞いたから
1件, 17%

③：湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞ
ﾏｯﾌﾟで見たから

1件, 17%
④：誰からも聞いたこと

がないから, 1件, 17%

⑤：なんとなく
2件, 32%
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湯沢市 横手市

【ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの記載情報について （２）】
ハザードマップで避難場所が分かったとした人は「だいたい見当がついた」を含めると、湯沢市で約７７％、横手市

で９０％であり、横手市の大半の人は避難場所を確認できたことになるが「避難場所が遠い」「（避難経路を考える
と）避難場所が疑問である」といった意見の記載もあった。

また、よく分からないとした人は、湯沢市で約１８％、横手市で９％の回答である。

記載情報の中に役立つ情報がありましたかの設問に対しては、湯沢市で約５９％があったとし、その主な情報は、
「避難場所（69%）」「浸水区域（23%）」「土砂災害箇所（8%）」である。

一方横手市での回答ではほとんどの人が参考となった情報に係る記載があり、「浸水範囲・深さ（41%）」「避難場
所（37%）」「関係機関の電話番号（18%）」となっている。

また、役立つ情報で、湯沢市の浸水想定区域内外別に整理した結果では、 「避難場所（56%）」「浸水区域
（41%）」「土砂災害箇所（3%）」と「浸水区域」の割合が若干高くなる結果となる。（次頁参照）

①役立つ情報が
あった

541人 59%

③未回答

146人 16%

②役立つ情報は
特にない

236人 25%

回答数：923

【問７】「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」には、
あなたにとって役立つ情報がありましたか。

①分かった

501人 54%

④未回答

44人
5%

③よくわからない

168人 18%

②だいたい
見当がついた

210人 23%

回答数：923

７７％

【問６】あなたは、災害時に避難する場所が、
「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」でわかりましたか。

①避難場所

339人 69%

③土砂災害箇所

40人
8%

②浸水区域

114人 23%

回答数：493

【問７‘】役立つ情報は何ですか。（複数回答）

９０％
①：分かった
284人 73%

②：だいたい見当がついた
67人 17%

③：よくわからない
33人 9%

○：未回答
5人 1%

【問５】あなたは、「横手市ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」を見て、
洪水時に避難する場所がわかりましたか。

回答数：389

②：避難場所
264人 37%

③：関係機関の電話番号
127人 18%

④：その他 25人 3%

○：未回答 6人 1%

回答数：721

【問10】「横手市ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」の中で、特に参考と

なったものは何ですか。（複数回答）

①：浸水深の範囲、
浸水の深さ

299人 41％
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浸水想定区域内

避難場所
73件, 56%

浸水区域
53件, 41%

土砂災害箇所, 4件, 3%

浸水想定区域外

避難場所
259件, 73%

土砂災害箇所, 36件, 10%

浸水区域
59件, 17%

（分類不能）

避難場所
7件, 78%

浸水区域
2件, 22%

土砂災害箇所, 0件, 0%

（参考）浸水想定区域内外別
役に立つ情報は何ですか。

湯沢市 横手市

【参考 ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟで役立つ情報 （浸水想定区域内外別） 】

再掲載

②：避難場所
264人 37%

③：関係機関の電話番号
127人 18%

④：その他 25人 3%

○：未回答 6人 1%

回答数：721

【問10】「横手市ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」の中で、特に参考と

なったものは何ですか。（複数回答）

①：浸水深の範囲、
浸水の深さ

299人 41％
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湯沢市

【ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟの記載情報について （３）】
雨量・水位情報はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ[携帯電話のｉﾓｰﾄﾞ等含む]にて情報提供しているが見ることが出来るかの設問に対し

ては、パソコンや携帯電話で入手出来る人は約３０％程度であり、「接続契約していない」との回答は約２０％の回
答である。またよく分からないとの回答は約４０％程度である。

横手市

③：パソコンや携帯電話はあるが、
ｱﾄﾞﾚｽがわからない。 32人 8%

②：携帯電話のｉモード等で
見ることが出来る。 49人 12%

④：パソコンや携帯電話はあるが、
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続等契約していないので
見ることが出来ない。 81人 20%

⑤：よくわからない。 147人 38%

○その他：パソコン・携帯電話が無いので
見ることが出来ない 13人 3%

○その他：見ない。 1人 0%

○：その他（目視でわかるなど） 4人 1%

○：未回答 10人 2%

①：パソコンで見ることが
出来る。
65人 16%

【問11】大雨や川の水位の情報についてはｲﾝﾀｰﾈｯﾄ（パソコンや携帯電話[iﾓｰﾄﾞ等]
で公開していますが、あなたは見ることができますか。（複数回答）

回答数：402
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【避難行動等について （１）】
これまでに実際に避難勧告等の指示を受けたことがあるとした人は湯沢市・横手市いづれも約５％であり、ほとん

ど受けたことがないとしている。
また実際に避難をした経験についても湯沢市で約８％、横手市で約１５％程度でありほとんどが避難したことがな

い。

避難勧告等の避難に関する情報がどのような伝達方法で伝えられると思っているかとの設問に対しては、湯沢
市・横手市いづれも約半数の人が「市の広報車」と回答としており、次いで「ラジオ・テレビ」が約２０％程度と回答し
ている。わからないとした人では、「伝達方法を広報で教えて欲しい(湯沢・横手)」「市の広報車や防災無線が聞き取
れない(横手)」といった意見の記載もあった。

湯沢市 横手市

【問７】 あなたは、これまでに避難勧告・避難指示等を
受けたことがありますか。

①：ある 20人 5%

②：無い
365人 94%

③：わからない 4人 1%

○：未回答 0人 0%

回答数：389

⑥わからない

105人
9%

○未回答
10人 1%

②市の広報車

526人 46%

③電話
55人 5%

④町内の役員等から直接
130人 12%

①ラジオ
・テレビ

244人 21%

⑤その他
72人 6%

回答数：1142

【問10】洪水・土砂災害時は、どのような方法であな

たに避難情報等が伝達されると思っていますか。（複
数回答）

②無い

865人 93%

③わからない
6人 1%

④未回答
6人 1%

ある
46人
5%

回答数：923

①

【問８】あなたは、これまでに避難勧告・避難指示等を
受けたことがありますか。

②無い

846人 92%

③わからない
2人 0%

④未回答
3人 0%

①ある

72人
8%

回答数：923

【問９】あなたは、これまでに洪水・土砂災害
・地震等により実際に避難したたことがありますか。

【問８】 あなたは、これまでに洪水や地震等があり、
実際に避難したことがありますか。

①：ある
63人 16%

②：無い
326人 84%

③：わからない 0人 0%

○：未回答 0人 0%

回答数：389

①：ラジオ・テレビ
95人 20%

②：市の広報車
261人 53%

③：電話
22人 5%

⑤：その他 36人 7%

⑥：わからない 27人 6%

○：未回答 1人 0%

④：町内の役員等
から直接 42人 9%

回答数：484

【問６】あなたは、洪水の際にどのような方法・手段で
あなたに避難情報が伝達されると思ってますか。（複
数回答）

12



湯沢市 横手市

【避難行動等について （２）】
実際に避難する場合の手段については、「歩いて」の回答が約６０％であり、次いで「自家用車」が約３０％での加

藤である。但し、「避難経路を考えると通れない」や「高齢者であるので自力では避難出来ない」といった意見の記載
もあった。

①：歩いて
246人 60%

②：自家用車
122人 30%

③：自転車 18人 4%

④：他の人に連れて
行ってもらう 26人 6%

○：未回答 1人 0%

回答数：413

【問９】あなたは、洪水や地震等により、実際に避難する場合
は、どのようにして避難しますか。（複数回答）
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【自由意見について】
自由意見の欄に何らかの記入を頂いたのが、湯沢市で４１０通、横手市で１７６通あり、その中で主なもので湯沢

市、横手市いづれでも記載があったのは、「ハザードマップが大きすぎる」「地域版がほしい」等扱いやすさの向上に
関する意見が多くあった。このほか「文字が読み取れない」「避難経路がわからない・案内板等設置して欲しい」「避
難場所が遠すぎる」「高齢者等に配慮が必要」「避難訓練を実施してほしい」「町内会単位等で説明会を実施してほ
しい」等があった。

また湯沢市では「このアンケートを機会にあらためて見直した」「無くしたので再配布を希望する」といった意見があ
り、横手市では「ハザードマップはありがたい」「ハザードマップを見て今後勉強する・話し合う」といった意見の記載
もあった。

0 10 20 30 40 50 60 70 80

案内板や標識の設置要望

再配布等の希望

避難訓練等の実施要望

地域毎の拡大等改善要望 ７５件

２６件

１１件

８件

（主なもの）

湯沢市

【問14】 「湯沢市災害ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」や災害対応等について感じることがあればご自由に記入ください。

横手市

【問15】 「横手市洪水ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ」や災害対応等について感じることがあればご自由に記入ください。

26件

26件

27件

16件

6件

3件

0件 5件 10件 15件 20件 25件 30件

ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟはありがたい。
参考とする。

地域毎の拡大版等改善要望

避難場所に対する不安。
表示・周知が必要。

高齢者・身障者の不安

伝達方法への改善要望
（情報が聞こえない）

避難訓練が必要

（主なもの）
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